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完成した鶴巻温泉駅南口駅前広場

…「自民党・新政クラブ」は、略称として「自民・新政」と表記しています。会派の表記について

人
工
芝
化
し
た
後
も
使
い
や
す
い

多
目
的
広
場
の
ル
ー
ル
整
備
を

縦
割
り
か
ら
横
断
的
行
政
に
よ
る

ス
リ
ム
化
へ

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
と
お
お
ね
公
園
の
利
用
者
が

安
全
・
安
心
に
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

不
動
産
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
捉
え
た

中
古
住
宅
の
活
用
と
流
通
策
の
構
築
を

自
民
・
新
政
　
　
　
今
井
　
　
実

一
　
小
田
急
４
駅
周
辺
の
賑
わ
い
に
つ

い
て

問　
鶴
巻
温
泉
駅
南
口
駅
前
広
場
の
完

成
が
間
近
に
迫
る
中
、
駅
前
広
場
整
備

後
の
周
辺
商
店
会
で
は
会
員
数
が
一
時

的
に
増
え
る
が
、
そ
の
後
微
減
と
な
っ

て
い
る
。
整
備
だ
け
で
完
結
し
な
い
取

り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
本
市
に
は
地
域
ご
と
に
優
れ
た
観

光
資
源
が
あ
り
、
点
と
点
を
結
び
周
遊

で
き
る
仕
組
み
を
検
討
し
、
商
店
自
ら

が
考
え
取
り
組
め
る
よ
う
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
な
ど
の
支
援
を
す
る
。

要
望　
商
業
者
の
現
状
を
踏
ま
え
、
共

通
認
識
を
持
っ
て
進
め
て
ほ
し
い
。

二
　
お
お
ね
公
園
の
活
用
に
つ
い
て

問　
人
工
芝
化
さ
れ
、
平
成
30
年
１
月

か
ら
供
用
開
始
さ
れ
た
多
目
的
広
場
が
、

市
民
体
育
祭
で
利
用
で
き
な
い
の
は
な

ぜ
か
。
ま
た
、
使
用
上
の
制
約
に
つ
い

て
地
域
住
民
な
ど
へ
の
説
明
は
ど
う
か
。

答　
28
年
10
月
か
ら
自
治
会
な
ど
と
意

見
交
換
し
、
い
た
だ
い
た
要
望
を
基
に

設
計
を
し
た
。
人
工
芝
は
熱
や
飲
食
物

自
民
・
新
政
　
　
　
川
口
　
　
薫

一
　
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
及
び
お
お
ね

公
園
の
運
営
と
管
理
に
つ
い
て

問　
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
再
編
整
備
に

よ
る
利
用
者
の
推
移
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
人
数
カ
ウ
ン
ト
が
可
能
な
施
設
に

お
い
て
は
、
平
成
23
年
度
と
比
較
し
、

29
年
度
は
約
７
・
９
％
増
加
し
た
。
さ

ら
に
、
新
た
に
整
備
し
た
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ

ぶ
池
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
も
、

多
く
の
利
用
者
が
訪
れ
て
い
る
。

問　
お
お
ね
公
園
の
利
用
者
が
増
加
す

る
一
方
、
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
場
利
用
者

の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
に
つ
い
て
指
摘
す
る

声
を
よ
く
聞
く
が
、
対
策
は
ど
う
か
。

答　
看
板
設
置
と
園
内
放
送
に
よ
る
注

意
喚
起
、
ま
た
、
監
視
員
に
よ
る
巡
回

自
民
・
新
政
　
　
　
風
間
　
正
子

一
　
不
動
産
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
に
つ
い

て問　
千
葉
県
流
山
市
で
は
、
市
が
中
心

と
な
っ
た
住
み
替
え
支
援
や
シ
テ
ィ
セ

ー
ル
ス
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
地
域
ぐ
る
み

の
取
り
組
み
に
よ
り
人
口
増
加
を
実
現

し
て
い
る
。
中
古
物
件
を
不
動
産
ス
ト

ッ
ク
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
流

通
さ
せ
る
方
法
を
考
え
る
良
い
タ
イ
ミ

ン
グ
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
魅
力
あ
る
住
宅
や
店
舗
を
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、
本
市
へ
の
人

の
流
入
や
商
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
、
不
動
産
業
者
な
ど
幅
広

緑
水
ク
ラ
ブ
　
　
　
横
溝
　
泰
世

一
　
組
織
の
執
行
体
制
に
つ
い
て

問　
組
織
の
最
適
化
は
、
社
会
動
向
と

し
て
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
市
民
の

価
値
観
の
多
様
化
や
制
度
改
革
な
ど
に

伴
っ
て
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
行
わ

れ
て
き
た
。
ま
た
、
現げ
ん
こ
ん
か
今
下
の
社
会
情

勢
の
急
激
な
変
化
に
鑑
み
れ
ば
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に

も
柔
軟
な
見
直
し
は
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
こ
う
し
た
背
景
を
含
め
た
考
え
を

要
望　
自
治
会
に
お
い
て
は
、
役
員
の

継
続
性
に
課
題
を
抱
え
て
い
る
た
め
、

長
期
間
役
員
を
務
め
て
も
ら
え
る
仕
組

み
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

研
修
を
通
じ
て
専
門
職
同
士
の
さ
ら
な

る
連
携
の
強
化
を
目
指
す
。

問　
自
分
自
身
の
生
き
方
や
家
族
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
、
元
気
な
う
ち
に

考
え
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
導
入

に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
年
度
内
に
作
成
し
、
市
民
へ
の
啓

発
に
努
め
て
い
く
。

な
ど
に
よ
る
汚
れ
に
弱
く
、
火
気
な
ど

を
使
う
点
か
ら
地
区
体
育
協
会
に
お
い

て
会
場
を
変
更
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

問　
施
設
を
共
用
利
用
で
き
る
年
間
パ

ス
ポ
ー
ト
を
導
入
し
、
利
用
促
進
で
き

な
い
か
。

答　
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
陸
上
競
技
場

な
ど
で
実
績
が
あ
る
た
め
、
研
究
す
る
。

問　
駐
車
場
の
不
足
が
深
刻
で
あ
り
、

県
が
所
有
す
る
旧
鶴
巻
保
育
園
跡
地
を

駐
車
場
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

答　
県
も
前
向
き
で
あ
り
、
駐
車
場
と

し
て
の
利
用
に
向
け
、
交
渉
し
た
い
。

指
導
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
監
視
カ
メ

ラ
の
増
設
を
予
定
し
て
い
る
。

要
望　
来
園
者
が
安
全
・
安
心
に
施
設

を
利
用
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
と
と
も

に
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
む
中
、
適
切

な
維
持
管
理
に
努
め
て
ほ
し
い
。

二
　
災
害
時
に
お
け
る
備
え
に
つ
い
て

問　
災
害
時
に
お
い
て
、
地
域
で
中
心

的
な
役
割
を
果
た
す
の
は
、
自
治
会
を

中
心
と
し
た
自
主
防
災
会
の
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る
た
め
、
瞬
時
に
判
別
可
能
な
工

夫
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
自
主
防
災
会
の
会
長
や
防
災
指
導

員
に
は
腕
章
を
、
避
難
所
運
営
委
員
に

は
災
害
時
に
着
用
す
る
ビ
ブ
ス
を
配
付

し
て
お
り
、
混
乱
し
て
い
る
中
で
も
判

別
が
可
能
で
あ
る
。

い
外
部
団
体
と
の
協
力
体
制
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
。

要
望　
人
口
確
保
を
図
る
た
め
に
は
利

便
性
や
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
早
急
に
定
住

・
移
住
を
促
す
考
え
方
を
ま
と
め
、
さ

ら
に
住
宅
政
策
も
示
し
て
ほ
し
い
。

二
　
在
宅
医
療
・
介
護
の
連
携
と
終
活

支
援
に
つ
い
て

問　
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続

け
る
た
め
、
医
療
・
介
護
な
ど
の
専
門

職
に
よ
る
み
と
り
の
連
携
強
化
が
必
要

と
考
え
る
が
、
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
医
療
と
介
護
の
連
携
が
進
む
よ
う

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
事
例
検
討
な
ど
の

伺
い
た
い
。

答　
現
在
、
情
報
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
よ
り
、
情
報
が
瞬
間
的
に
世
界
に
拡

散
し
、
想
定
外
の
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
、

先
の
見
通
し
が
非
常
に
困
難
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
に
よ
り
税
収
減
、
社
会
保
障

費
増
へ
の
対
応
、
採
用
難
に
よ
る
人
員

不
足
に
も
向
き
合
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
経
営
資
源
で
あ
る
「
ヒ
ト
・
カ
ネ

」
は
減
り
、
「
モ
ノ
」
は
残
り
、
そ
の

資
源
を
基
に
提
供
す
る
「
サ
ー
ビ
ス
」

は
増
え
る
と
い
う
非
常
に
困
難
な
状
況

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
変
化
に

対
応
し
た
柔
軟
な
組
織
執
行
体
制
と
し
、

常
に
最
適
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
そ

う
し
た
経
営
の
視
点
か
ら
、
執
行
体
制

を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
人
の
あ
り
さ
ま
は
無
限
で
あ
る
。

縦
割
り
で
は
な
く
、
横
断
的
に
事
業
を

展
開
す
る
こ
と
は
、
行
政
の
縮
減
と
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
。
今

後
に
お
い
て
は
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
再
構

築
し
て
ほ
し
い
。
特
に
、
消
防
組
織
の

見
直
し
や
、
社
会
福
祉
法
人
の
所
轄
庁

と
し
て
適
正
な
人
員
配
置
を
充
足
す
る

こ
と
を
切
望
す
る
。

安心して利用できる環境づくりを
（写真は、おおね公園スケーティング場）

行政における適正な人員配置を
（写真は、市役所本庁舎）

エンディングノートの周知啓発を
（写真は、北海道小樽市の終活支援ノート）

議 会 の 動 向
○５月 16日（水） ・代表者会議
  ・議員連絡会
 24日（木） ・代表者会議
 31日（木） ・議案送付
○６月 ４日（月） ・議会運営委員会
 ７日（木） ・市議会第２回定例会開会 【傍聴者数１人】
  ・議会報告会検討会
 11日（月） ・本会議（議案審議） 【傍聴者数４人】
  ・代表者会議
 13日（水） ・議会運営委員会
  ・総務常任委員会 【傍聴者数１人】
 14日（木） ・文教福祉常任委員会 【傍聴者数５人】
  ・予算決算常任委員会（文教福祉分科会）
 15日（金） ・環境都市常任委員会 【傍聴者数２人】
  ・予算決算常任委員会（環境都市分科会）
 18日（月） ・代表者会議
 19日（火） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数26人】
 20日（水） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数32人】
 21日（木） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数21人】
  ・議会報告会検討会
 27日（水） ・議会運営委員会
  ・予算決算常任委員会
  ・市議会第２回定例会閉会
  ・議会運営委員会
  ・議会報編集委員会
  ・議会基本条例検証委員会
 29日（金） ・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第２回定例会
   【傍聴者数１人】
○７月 13日（金） ・代表者会議
  ・議員連絡会
  ・議会報告会検討会
  ・議会基本条例検証委員会
○８月 ８日（水） ・議会報編集委員会
  ・議会基本条例検証委員会
 17日（金） ・代表者会議
  ・議員連絡会

  ・議会報告会検討会

未
来
に
つ
な
が
る

震
生
湖
周
辺
整
備
を

無
　
所
　
属
　
　
　
古
木
　
勝
久

一
　
震
生
湖
周
辺
整
備
に
つ
い
て

問　
こ
れ
ま
で
民
間
委
託
に
よ
り
、
約

１
７
０
０
万
円
を
か
け
て
、
震
生
湖
整

備
計
画
素
案
を
策
定
し
た
が
、
本
市
の

上
位
計
画
や
施
策
に
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。
検
証
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
検
証
し
て
い
な
い
が
、
隣
接
自
治

体
と
の
調
整
や
土
地
所
有
者
の
権
利
関

係
な
ど
で
計
画
素
案
は
保
留
し
て
い
る
。

問　
３
年
前
に
京
都
大
学
防
災
研
究
所

が
震
生
湖
を
調
査
し
、
か
つ
て
は
、
東

京
大
学
地
震
研
究
所
の
寺
田
寅
彦
氏
も

訪
れ
て
い
る
。
５
年
後
の
震
生
湖
誕
生

百
年
に
向
け
、
震
災
遺
構
と
し
て
国
登

録
文
化
財
を
目
指
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
課
題
は
あ
る
が
、
国
登
録
文
化
財

に
登
録
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

二
　
公
民
館
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

問　
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
「
公

民
館
の
地
域
に
お
け
る
役
割
の
再
検
証

（
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
施
設
化
）
」
と

あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
人
的
体
制
を
整
え
な
が
ら
、
公
民

館
の
機
能
を
強
化
し
、
多
様
な
学
習
活

動
の
場
、
行
政
の
サ
テ
ラ
イ
ト
機
能
な

ど
を
融
合
し
た
施
設
に
し
て
い
き
た
い
。

三
　
不
適
切
な
事
務
処
理
に
つ
い
て

問　
平
成
28
年
度
に
発
生
し
た
不
祥
事

な
ど
で
は
市
民
に
多
大
な
損
害
を
与
え

た
。
27
年
度
に
は
、
新
時
代
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
に
、
職
員
の
意
識
を
高

め
る
取
り
組
み
と
し
て
、
改
訂
版
「

職ひ
と員
づ
く
り
基
本
方
針
」
を
策
定
し
て

い
る
が
、
そ
の
検
証
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
検
証
し
て
い
な
い
が
、
今
後
、
必

要
に
応
じ
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進

委
員
会
で
検
証
し
て
い
く
。

震生湖を国登録文化財に




